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唐戸山相撲  志賀中が団体２連覇唐戸山相撲  志賀中が団体２連覇
　第４７回羽咋郡市中学校相撲大会が、６月４日（水）に羽咋市の唐戸山相撲場で開かれました。
　昭和３７年から始まり、雨のため２回中止した以外は毎年開かれている伝統の大会。１市２
町６校の中学生約２千人が応援合戦を繰り広げ、選手たちを激励しました。
　団体戦では、志賀中が決勝の大将戦で邑知中に勝ち見事優勝、富来中は予選を１位で通過し、
本戦で３位に入りました。
　個人戦は富来中主将の中川さんが３位に入りました。両校とも、声が枯れるまで選手に声援
を送った応援団と期待に応えた選手が一丸となった大会でした。



国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

歳

以
上

歳
未
満
の
世
帯
主
の
方
で
あ
っ
て
、

次
の

の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方

は
、
本
町
に
お
い
て
は
平
成

年

月
に

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
、
保
険
税
を
差
し

引
い
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
（
特
別
徴

収
）
に
な
り
ま
す
。

平
成

年

月
ま

で
は
従
来
の
普
通
徴
収
（
納
付
方
法
が
納

付
書
又
は
口
座
振
替
）
と
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
世
帯
主

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
と
な
っ
て
い
る
こ
と

年
度
中
に

歳
に
到
達
し
な
い
こ
と

世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
方
全
員
が

歳
以
上

歳
未
満

で
あ
る
こ
と

介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
の
方
法
に

よ
っ
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
こ
と

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年

額
が

万
円
以
上
で
、
国
民
健
康
保

険
税
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年

金
額
の

分
の

を
超
え
な
い
こ
と

口
座
振
替
利
用
の
方
、
及
び
納
税
組

合
加
入
の
方
で
も
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
制
度
が
創

設
さ
れ
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
約

％
を

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
各
種
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
現
役
世
代
が
支
援
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
医
療
分
・
介
護
分
（

歳

歳
の
方
）に
加
え
て
、
後
期
高
齢
者
支
援
分（
被

保
険
者
全
員
対
象
）

を
合
わ
せ
た
も
の
を
国

民
健
康
保
険
税
と
し
て
課
税
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
変
更
内
容
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成

年

月
か
ら
国
民
健
康

保
険
税
が
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す

平
成

年

月
か
ら
国
民
健
康

保
険
税
が
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す

世
帯
主
が
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

制
度
に
移
行
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
の
資

格
は
な
く
な
り
ま
す
が
引
き
続
い
て
、
国
民
健

康
保
険
の
世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
）
と
し
て
納

税
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
通
知
書
等

は
世
帯
主
名
で
通
知
し
ま
す
が
、
税
額
の
計
算

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
支
援
分
の
新
設
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
支
援
分
の
新
設
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
に
つ
い
て

区 分 医 療 分 介 護 分

対 象 地 域 志賀地域 富来地域 志賀地域 富来地域

所 得 割 ％ ％ ％ ％

資 産 割 ％ ％ ％ ％

均 等 割 円 円 円 円

平 等 割 円 円 円 円

課税限度額 円 円 円 円

区 分 医 療 分 介 護 分

対 象 地 域 志賀地域 富来地域 志賀地域 富来地域

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

課税限度額

区 分 医 療 分
後期高齢者支援分
【新設】

介 護 分

対 象 地 域 志賀地域 富来地域 志 賀 町 志賀地域 富来地域

所 得 割 ％ ％ ％ ％ ％

資 産 割 ％ ％ ％ ％ ％

均 等 割 円 円 円 円 円

平 等 割 円 円 円 円 円

課税限度額 円 円 円 円 円

区 分 医 療 分
後期高齢者支援分
【新設】

介 護 分

対 象 地 域 志賀地域 富来地域 志 賀 町 志賀地域 富来地域

所 得 割 ％

資 産 割 ％

均 等 割 円

平 等 割 円

課税限度額 円 円 円

改正前

改正後

平
成

年
度
か
ら
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

平
成

年
度
か
ら
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
が
変
更
に
な
り
ま
し
た



（
例

）

長長
寿寿
医医
療療
（（
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
））
制制

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
制

度度
のの
創創
設設
にに
伴伴
っっ
てて
、、

歳歳
以以
上上
のの

度
の
創
設
に
伴
っ
て
、

歳
以
上
の

方方
のの
保保
険険
制制
度度
のの
移移
行行
にに
よよ
りり
、、
国国

方
の
保
険
制
度
の
移
行
に
よ
り
、
国

民民
健健
康康
保保
険険
税税
がが
急急
にに
増増
ええ
るる
ここ
とと

民
健
康
保
険
税
が
急
に
増
え
る
こ
と

がが
なな
いい
よよ
うう
にに
、、
一一
定定
期期
間間
、、
次次
のの

が
な
い
よ
う
に
、
一
定
期
間
、
次
の

よよ
うう
なな
保保
険険
税税
のの
軽軽
減減
がが
受受
けけ
らら
れれ

よ
う
な
保
険
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ

まま
すす
。。

ま
す
。

長長
寿寿
医医
療療（（
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
））

長
寿
医
療（
後
期
高
齢
者
医
療
）

制制
度度
のの
創創
設設
にに
伴伴
うう
国国
民民
健健

制
度
の
創
設
に
伴
う
国
民
健

康康
保保
険険
税税
にに
おお
けけ
るる
配配
慮慮
にに

康
保
険
税
に
お
け
る
配
慮
に

つつ
いい
てて

つ
い
て

歳
に
到
達
し
た
方
が
被
用
者
保
険

か
ら
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

制
度
へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

方
の
被
扶
養
者
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
た
場
合
、
新
た
に
保
険
税
を
負
担

す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
当
該
被
扶
養

者
（

歳

歳
）
で
あ
っ
た
方
に
つ

い
て
、

年
間
、
減
免
措
置
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
の
適
用
に
は

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

被
用
者
保
険
と
は

政
府
管
掌
健
康
保
険
、
企
業
の
健

康
保
険
、
船
員
保
険
、
公
務
員
の

共
済
組
合
の
医
療
保
険
等
の
こ
と

で
、
国
民
健
康
保
険
（
建
設
国
保

を
含
む
）
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

例

所
得
の
低
い
方
の
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
に
つ
い
て

所
得
が
低
く
保
険
税
の
軽
減
を
受
け

て
い
る
世
帯
は
、
世
帯
構
成
や
収
入
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
年
間
、今
ま
で
と

同
じ
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
等
割
（
世
帯
あ
た
り
）
で
課
税
さ
れ

る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

人

と
な
る
場
合
に
は
、

年
間
、
世
帯
ご

と
に
ご
負
担
い
た
だ
く
平
等
割
額
（
介

護
分
は
除
く
）
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、

世
帯
の
中
に
未
申
告
者
の
方
（

歳
以

上
）
が
い
る
場
合
は
軽
減
制
度
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

お問い合わせ 制度に関すること ・・・ 住民課 国保係
課税に関すること ・・・ 税務課 国保係

納付方法 月

普 通 徴 収

特 別 徴 収

納付方法 月

普 通 徴 収

特 別 徴 収

平成 年度の特別徴収対象者の方の納付月

納 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期

納期限 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

納 期 期 期 期 期 期 期 期 期 期

納期限

平成 年度国民健康保険税の納期

被被
扶扶
養養
者者
でで
ああ
っっ
たた
方方
のの
国国
民民
健健
康康

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
国
民
健
康

保保
険険
税税
のの
減減
免免
措措
置置
にに
つつ
いい
てて（（
例例

））

保
険
税
の
減
免
措
置
に
つ
い
て（
例

）

割
軽
減
申
請
が
不
要
に
な
り
ま
す

割
軽
減
申
請
が
不
要
に
な
り
ま
す

例



お知らせ 新しい保険証が届きますお知らせ 新しい保険証が届きます

石川県後期高齢者医療広域連合

志賀町役場住民課

石川県後期高齢者医療広域連合

志賀町役場住民課

月 日から使用する保険証は 月中旬より配達記録郵便で送付されます。
現在お持ちの長寿医療制度の保険証の有効期限は 月 日までです。
医療機関での窓口負担は、毎年 月 日に前年の所得をもとに見直されます。

現在お持ちの保険証は、 月 日以降ご使用になれませんので、ご自身で破棄処分してください。

前年の所得をもとに、 年間の確定保険料を計算し、 月中にすべての被保険者にお知らせします。

平成 年度に限り、 月以降に長寿医療制度の被保険者となった方については、事務処理の都合上、翌々
月から保険料の計算がされる場合もございますので、ご了承ください。

被用者保険とは、政府管掌の健康保険や企業の健康保険組合、共済組合などの保険をいいます。
国民健康保険と国民健康保険組合は該当しません。

全国で取りまとめ
（支払基金）
全国で取りまとめ
（支払基金）

社会保険事務所など
（被用者保険の保険者）
社会保険事務所など
（被用者保険の保険者）

会社など
（事業主）
会社など
（事業主）

各都道府県の
広域連合へ
各都道府県の
広域連合へ

被用者保険の被扶養者であった方の情報は、次のような流れで処理されます。

封筒 保険証

お知らせ 保険料額をお知らせする決定通知書等が届きますお知らせ 保険料額をお知らせする決定通知書等が届きます



国民年金に関するお問合せ・相談は国民年金に関するお問合せ・相談は

免除の承認期間は、 月から翌年の 月までです。

申請が遅れた場合でも 月までさかのぼって認め

られます。

平成 年度の申請は平成 年 月 日まで、

平成 年度の申請は平成 年 月 日から受付と

なります

全額免除の継続申請について
保険料の全額免除（失業や天災等を理由とした場

合を除く）が承認された方で、申請時に申請された

場合、翌年度以降もあらためて申請を行わなくても、

継続申請があったものとして自動的に審査されま

す。

一部納付制度の継続申請について
一部納付制度（一部免除）の承認を受けている方

で、引き続き 月からも申請を希望される方は、新

たに免除の申請が必要です。

申請は 住民課国民年金窓口まで

免除の承認期間は、 月から翌年の 月までです。

申請が遅れた場合でも 月までさかのぼって認め

られます。

平成 年度の申請は平成 年 月 日まで、

平成 年度の申請は平成 年 月 日から受付と

なります

全額免除の継続申請について
保険料の全額免除（失業や天災等を理由とした場

合を除く）が承認された方で、申請時に申請された

場合、翌年度以降もあらためて申請を行わなくても、

継続申請があったものとして自動的に審査されま

す。

一部納付制度の継続申請について
一部納付制度（一部免除）の承認を受けている方

で、引き続き 月からも申請を希望される方は、新

たに免除の申請が必要です。

申請は 住民課国民年金窓口まで

免除の承認期間 退職された方で免除を希望する方は
免除は前年の所得を基準に承認されますが、免

除基準を超えている場合でも失業等の事由により、

保険料の納付が困難なときは特例の承認が受けら

れます。

申請には以下の書類のいずれかが必要です。

雇用保険受給資格者証

雇用保険被保険者離職票

離職者支援資金の貸付決定通知書

雇用保険被保険者資格喪失確認通知書

上記書類に準ずる公的機関の証明

生活保護法等による生活扶助を受けている人

障害基礎年金または被用者年金の障害年金（ ・

級）の受給者

上記の方は、その期間の保険料の全額が自動的

に免除されますので届出を行ってください。

生活保護法等による生活扶助を受けている人

障害基礎年金または被用者年金の障害年金（ ・

級）の受給者

上記の方は、その期間の保険料の全額が自動的

に免除されますので届出を行ってください。

法定免除の対象者とは

基礎控除額 万円は、次の扶養親族について各金額に読み替えて計算します。

老人控除対象配偶者又は老人扶養親族 万円 特定扶養親族 万円

所得基準を超えていても、失業した場合や天災により損害を受けた場合などの理由で免除が承認される

ことがあります。

免除の種類 免除の所得基準額 月額保険料

全 額 免 除 （扶養親族等の数 ） 万円 万円 円

分 の 免 除 万円 （扶養親族等の数 万円） 社会保険料控除等 円

半 額 免 除 万円 （扶養親族等の数 万円） 社会保険料控除等 円

分 の 免 除 万円 （扶養親族等の数 万円） 社会保険料控除等 円

免除の種類 免除の所得基準額 月額保険料

全 額 免 除 （扶養親族等の数 ） 万円 万円 円

分 の 免 除 万円 （扶養親族等の数 万円） 社会保険料控除等 円

半 額 免 除 万円 （扶養親族等の数 万円） 社会保険料控除等 円

分 の 免 除 万円 （扶養親族等の数 万円） 社会保険料控除等 円

国民年金保険料（平成 年度 月額 円）のお支払が、経済的に困難な場合は、 保
険料の全額免除制度 または 一部納付制度 をご利用ください。（ただし、所得審査の
ため税務申告をしている必要があります。）

所得による免除の基準



ケーブルテレビ

ＩＣＴで快適・便利・安心・安全なくらしへ

ケーブルテレビ　　

志賀町ＣＡＴＶ整備事業
最新情報、まちのホットな情報をお届けします

　志賀町では現代の情報化社会への対応、また国（総務省）が進めるユビキタスネット
社会の実現を図るため、町内全域にＣＡＴＶ網を敷設し、情報通信基盤整備を推進します。
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　加入申し込みを受付後、みなさんのお宅へ引込工事・宅内工事に伺います。
申し込みがない場合は工事をすることができません。まだ申込書を提出されて
いない方は、利用開始が遅くなる場合がありますので、早急に提出をお願いし
ます。
　一般世帯から順次、引込工事・宅内工事に着手していますが、大変混み合っ
ています。ご迷惑をお掛けしていますが、ご理解・ご協力をお願いします。

　一部の電話機（黒電話、外国製品、４ピンジャック等）やビ
ジネスフォンなど交換機がある世帯・事業所では、町内ＩＰ電
話サービスを利用できない場合があります。
　ＮＴＴ、購入業者等にお問合せください。
　また、右の図のように新たに電話機を設置し、既存のＮＴＴ
電話と町内ＩＰ電話サービスを別々に利用する方法もありま
す。

　①新たに町内ＩＰに対応した電話機を設置し、町内ＩＰ
　　電話（町内間の通話無料）専用として使用する。
　②既存のＮＴＴ電話・交換機はそのままとし、今までど
　　おりＮＴＴ専用電話として使用する。

　ＮＴＴナンバーディスプレイサービスをご利用
の方で、ＩＰ音声告知端末に電話機を接続すると、
電話番号が表示されない場合があります。
　その際は情報推進課（32-9261 または 32-9999）
までご連絡をお願いします。

◎引込・宅内工事に関すること　　　　　　　　　富士通ﾈｯﾄﾜｰｸｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱　 ℡ 32-1327　（現場事務所）

◎インターネットサービスに関すること　　　　　金沢ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞﾈｯﾄ㈱　   　　0120-751-114( ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ )

◎テレビ・インターネット等技術的な内容に関すること　金沢ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞﾈｯﾄ㈱　　　　℡32-1152

◎その他上記以外で事業全般に関すること　　　　情報推進課        ℡ 32-9261　または　℡32-9999

ケーブルテレビに関するお問合せ一覧

【町内ＩＰ電話のかけ方】
　町内ＩＰ電話加入者間では、最初に「8」を付けて、今
までのＮＴＴの番号を押してください。「ピッピッピッピ
ロローン」と音がしてからダイヤルします。
　また、通話中はＩＰ端末のＩＰ電話のグリーンランプが
点灯します。



チャンネル（リモコン）番号の表示（初期設定）
アナログ放送 デジタル放送

北國新聞ニュース ─
ジャパン（ショップチャンネル） ─

お天気チャンネル ─
総合

しかチャンネル（自主放送）
北陸放送

教育
ときめき ─
テレビ金沢
北陸朝日放送
石川テレビ

チャンネル（リモコン）番号の表示（初期設定）

北國新聞ニュース
ジャパン（ショップチャンネル）

お天気チャンネル
総合

しかチャンネル（自主放送）
北陸放送

教育
ときめき
テレビ金沢
北陸朝日放送
石川テレビ

ケーブルテレビに接続したテレビのチャンネルは、次のとおりとなります。

設置の場合は、金沢市、津幡町、川北町、宝達志水町、中能登町、かほく市など他市町の自主
放送番組（コミュニティチャンネル）もご覧いただけます。

時間帯 番組名 時間帯 番組名

映像放送 やすらぎテレビ 文字放送

文字放送 映像放送 うるおいテレビ

映像放送 いきおいテレビ 文字放送

文字放送 映像放送 かがやきテレビ

映像放送 うるおいテレビ 文字放送

文字放送 映像放送 ふれあいテレビ

映像放送 北國新聞ニュース
文字放送

映像放送 みらいテレビ

映像放送 かがやきテレビ
映像放送 北國新聞ニュース

文字放送

映像放送 ふれあいテレビ 文字放送

文字放送 映像放送 やすらぎテレビ

映像放送 みらいテレビ 文字放送

文字放送 映像放送 いきおいテレビ

映像放送 北國新聞ニュース
文字放送

映像放送 うるおいテレビ

映像放送 やすらぎテレビ 文字放送

文字放送
映像放送 北國新聞ニュース

映像放送 いきおいテレビ

時間帯 番組名 時間帯 番組名

志賀町の全域で光インターネットが利用できます
志賀町内では現在、 、 インターネットサービスを利用できますが、ケーブルテレビ整備に

より光ファイバーケーブルを利用した高速インターネットサービスが利用できるようになります。この機会に
インターネットをはじめませんか？〔高速大容量で常時接続、定額制となります。〕

やすらぎテレビ
健康情報、福祉情報等

いきおいテレビ
商工農林水産業、企業情報等

うるおいテレビ
生活環境、ライブラリー番組等

かがやきテレビ
生涯学習、教育関係情報等

ふれあいテレビ
住民参加型コミュニティ情報等

みらいテレビ
子育て、保育園、小中学校情報等

は曜日により、時間帯を
変更して放送します。

都合により放送時間、放送内容
を変更する場合があります。



　５月２８日（水）に大規模地震によるため池被
害を想定した防災訓練が行われました。
　ため池は能登半島地震で被害が多かったため、
訓練では決壊する恐れがあると想定して笹波集会
所に災害対策本部を設置しました。ため池では町
職員や消防団員がポンプで排水し土のうを積む作
業にあたり、住民約１５０人が班ごとに分かれて
集会所に避難しました。
　訓練後の意見交換では、ハンドマイクを使った
広報活動などが「分かりやすかった」と評価され
ました。　　
　比較的高齢者が多い同地区では、避難時の安全
確保に課題を残しましたが、今後、県がとりまと
める対策に反映されます。

笹波で防災訓練を実施

　６月４日、津幡町文化会館シグナスで平成２０
年度石川県人権擁護委員連合会総会が開催されま
した。　　　　
　席上、地域の中で長年人権擁護活動に尽力され
た盛本浩吉委員にその功績を讃え、全国人権擁護
委員連合会長表彰状が贈呈されました。また、大
野堯委員、三沖博委員、三津幸子委員に名古屋法
務局長より感謝状が贈られました。
　人権擁護委員は、国民の基本的人権が侵されな
いように監視や適切な処置をとるなどして人権尊
重思想の普及高揚に努め、地域に密着した活動を
行っています。

　６月１８日（水）、向病院で、１００歳になら
れた坂本さとさん（西海風無）に祝い状と花束な
どが贈られました。細川町長が「いつまでもお元
気で長生きしてください」とお祝いの言葉を贈り
ました。
　看護師が手作りした「祝100歳 おめでとう」
と書かれたボードをプレゼントされ、家族ととも
に喜びました。
　志賀町では現在、１００歳以上の方々は坂本さ
んで１８人目となりました。
おめでとうございます。

100歳おめでとうございます

盛本さんが人権擁護委員表彰



　富来ますほ学童野球クラブ選手 19人が６月
１４日（土）と１５日（日）に行われた高松宮杯第
２８回全日本学童軟式野球大会の石川県予選で見
事２年ぶり２度目の優勝を果たし、６月１９日（木）
に青山教育長のもとを訪れ、優勝を報告しました。
　大矢栄一監督が大会結果と選手一人ひとりを紹
介し、主将の村中健哉さん（６年）が「全国大会
で優勝して、志賀町に優勝旗を持って帰ってこら
れるよう頑張ってきます」と誓いました。
　チーム代表の村中哲男さんは「ケガなく体調も
万全で挑むことが出来れば、優勝できるほど力を
持ったチームです」と話しました。
　同クラブは、８月９日（土）から茨城県で行わ
れる「小学生の甲子園」と呼ばれる全国大会に出
場します。

　第３７回羽咋郡市消防団連合会訓練大会が６月
２１日（土）に羽咋市で行われました。大会では、
羽咋郡市の２７分団６４５人が参加し、ポンプ車
操法と小隊訓練などの技術を競い合いました。
　この日のために各分団では、早朝や夜間に練習
に励み、この大会に懸ける並々ならぬ熱意が伝
わってきます。
　総合の部は東増穂分団が４連覇を達成し、土田
分団が２位と好成績を収めました。

　また、ポンプ車操法の部では、
東増穂分団が１位、稗造分団が
２位に入り、７月２６日（土）に
行われる県消防操法大会に出場
します。

東増穂分団が総合４連覇

目指すは全国制覇‼

癒しの風船ボランティア
　６月１７日（火）に志賀クリニックデイケアセンターで、風船を使った動物作りが行なわれました。今
回の指導員は、北陸電力㈱地域社会部の社員で、地域ボランティア活動の一環として実施されました。昨
年の１0月から「はまなす園」や「ますほの里」などを回り、お年寄りたちの心を癒しています。リハビ
リ運動を兼ねて作った動物は、世界でただ一匹のもので、参加者は大切に部屋に飾っているそうです。ま
た、今年度は、放課後児童クラブなども訪問する予定で、子どもたちの笑顔が目に浮かびます。



固定資産税と国民健康

保険税の納期限は

月 日（木）までです。
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加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

高
浜
高
等
学
校

同
窓
会
係

高
浜
高
校
同
窓
会
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
す

高
浜
高
校
同
窓
会
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

と

き

月

日
（
水
）



県
政
学
習
バ
ス
（
個
人
）

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

対

象

七
尾
市
、
羽
咋
市
、
羽

咋
郡
、
鹿
島
郡
に
お
住
ま
い
の
男
女

と

き
月

日（
日
）リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
県

立
美
術
館
コ
ー
ス

月

日（
水
）金
沢
稽
妓
の
芸
堪

能（
七
尾
・
中
能
登
発
着
）コ
ー
ス

月

日（
金
）金
沢
稽
妓
の
芸
堪

能（
志
賀
・
羽
咋
発
着
）コ
ー
ス

月

日（
月
）お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト

県
政
い
し
か
わ
コ
ー
ス

定

員

各
コ
ー
ス

人
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費

用

コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

募
集
期
間

月

日（
木
）か
ら

福
祉
の
向
上
に
心
温
ま
る
ご
芳
志

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

百
浦
の
稲
村
隆
様
か
ら
福
祉
向

上
に

万
円

一
般
曹
候
補
生

等
陸
海
空
士

歳

歳
未
満
の
男
女

（
平
成

年

月

日
現
在
）

航
空
学
生

高
卒（
見
込
含
）
歳
未
満
の
男
女

（
平
成

年

月

日
現
在
）

受
付
期
間

い
ず
れ
も

月

日

（
金
）か
ら

月

日（
水
）ま
で

自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

平
成

年
度
の
国
民
年
金
に
関
す
る

標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

題
材

国
民
年
金
制
度
の
普
及
・

推
進
に
関
す
る
も
の

参
考

平
成

年
度
特
選
作
品

幸
せ
を

明
日
に
つ
な
ぐ

国
民
年
金

応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
、
標

語
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入

応
募
先

金
沢
市
鳴
和

石
川
社
会

保
険
事
務
局
国
民
年
金
標
語
係

応
募
締
切
り

平
成

年

月

日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

国
民
年
金
標
語
を
大
募
集
中

平成 年度

児童虐待防止推進月間
の標語募集

児童虐待問題は社会全体で早急に解決すべき重要な課題
で、虐待の発生予防、早期発見、早期対応、虐待を受けた
子どもの自立に至るまでの切れ目ない総合的な支援が必要
です。そこで、今年度も児童虐待防止に関する標語を募集
します。
なお、選定された作品は全国各地で実施される広報や啓

発活動において活用されます。

テ ー マ 児童虐待問題に関する国民一人ひとりの意識啓
発にふさわしい標語

応募資格 どなたでも応募できます。
応募方法 郵送（はがき）の場合

滋賀県子ども・青少年局 児童虐待防止
標語募集担当宛

・ 人 作品で、ご自身で創作した未発表の作品に限
ります。

・作品のほか、郵便番号、住所、氏名、電話番号、年
齢、職業について記入してください。

応募締め切り 平成 年 月 日（金）当日消印有効
お問い合せ先 厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課

虐待防止対策室
（内線 ）

詳しくは、志賀町子育て支援課のホームページをご覧ください。
【参考】過去の標語
平成 年度 気づいたら 支えて 知らせて 見守って
平成 年度 あなたの もしや が子どもを救う
平成 年度 きこえるよ 耳をすませば 心のさけび

児童虐待防止推進月間
の標語募集

漁業者のみなさまへ

石川海区漁業調整委員会委員選挙

任期満了による石川海区漁業調整委員会の委
員選挙が行われます。

選 挙 期 日 月 日（木）
（投票時間 午前 時から午後 時まで）

期日前投票 月 日（水）
月 日（水）

（投票時間 午前 時 分から午後 時まで）

投票場所
志賀地域 志賀町役場 町民ホール
富来地域 富来活性化センター 中会議室

お問い合わせ
志賀町選挙管理委員会 （代表）

漁業者のみなさまへ

石川海区漁業調整委員会委員選挙

任期満了による石川海区漁業調整委員会の委
員選挙が行われます。

選 挙 期 日 月 日（木）
（投票時間 午前 時から午後 時まで）

期日前投票 月 日（水）
月 日（水）

（投票時間 午前 時 分から午後 時まで）

投票場所
志賀地域 志賀町役場 町民ホール
富来地域 富来活性化センター 中会議室

お問い合わせ
志賀町選挙管理委員会 （代表）

月

日（
水
）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
で

七
尾
市
小
島
町
二

部

番
地

石
川
県
中
能
登
総
合

事
務
所

企
画
振
興
課

お
問
い
合
せ
先

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、箸

講

師

室
谷

加
代
子
氏

古
着
を
使
っ
て
小
物
を
作
り
、
ご

み
を
出
さ
な
い
工
夫
と
布
の
有
効
利
用

と

き

月

日（
土
）、
月

日（
土
）ど
ち
ら
も
午
前

時

定

員

人

参
加
費

円

持
ち
物

の
布

枚
、

裁
縫
道
具

講

師

原
田

洋
子
氏

申
込
先

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

古
着
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

と

き

月

日
（
火
）

午
前

時

分

午
後

時

と
こ
ろ

道
の
駅

旬
菜
館

前

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

て
ん
と
市



子育て相談 子育て支援課子育て相談

シルバー人材センターからのお知らせ

町内に住むおおむね 歳以上の健康で働く意欲のある方ならどなたでも会員になれます。
入会は随時受け付けておりますが、 月に入会に係る説明会を開催しますので、参加を希望される方

は、事前に志賀事務所または、富来事務所までご連絡ください。

《仕事の内容とは？》
大工仕事・ペンキ塗り 障子襖張替え 植木樹木の剪定・伐採・消毒 宛名書き
草刈り・草むしり・芝刈り・農作業 屋内外清掃

シルバー人材センターでは上記のような臨時的・短期的な仕事を、家庭・事業所等から引き受け、会
員に提供しています。高齢者の就業ですので危険・有害な作業内容の仕事は、引き受けていません。

《就職意欲のある高齢者のための講習会の開催》
会員登録をしていない 歳台前半層を中心とした、高齢求職者の雇用・就業をめざす各種講習会を、
県内各地で開催しております。日程等お知りになりたい方は各事務所までお問い合わせください。

月曜日 金曜日 午前 時 分 午後 時 分

社団法人 志賀町シルバー人材センター
志賀事務所（給食センター隣）
富来事務所（地域福祉センター内）

シルバー人材センターからのお知らせ

町内に住むおおむね 歳以上の健康で働く意欲のある方ならどなたでも会員になれます。
入会は随時受け付けておりますが、 月に入会に係る説明会を開催しますので、参加を希望される方

は、事前に志賀事務所または、富来事務所までご連絡ください。

《仕事の内容とは？》
大工仕事・ペンキ塗り 障子襖張替え 植木樹木の剪定・伐採・消毒 宛名書き
草刈り・草むしり・芝刈り・農作業 屋内外清掃

シルバー人材センターでは上記のような臨時的・短期的な仕事を、家庭・事業所等から引き受け、会
員に提供しています。高齢者の就業ですので危険・有害な作業内容の仕事は、引き受けていません。

《就職意欲のある高齢者のための講習会の開催》
会員登録をしていない 歳台前半層を中心とした、高齢求職者の雇用・就業をめざす各種講習会を、
県内各地で開催しております。日程等お知りになりたい方は各事務所までお問い合わせください。

月曜日 金曜日 午前 時 分 午後 時 分

社団法人 志賀町シルバー人材センター
志賀事務所（給食センター隣）
富来事務所（地域福祉センター内）

《シルバー人材センターで働いてみませんか 》

【説明会 開催日】

富来事務所（酒見河原 ） 月 日（水） 午後 時
志賀事務所（高浜町ワ ） 月 日（水） 午後 時

事務所業務時間

お申し込み・お問い合せ

脳卒中や心臓病、糖尿病、がんなどの生活習慣病の早期発見、
早期治療を目的とした国保人間・脳ドックを実施します。

（個人負担は 円で残りは町が負担）

・国保加入者で 歳以上の方
・過去 年間に同制度を受けていない方
・国保税を完納している方

．申し込み資格．申し込み資格

．申し込み方法．申し込み方法

印かんと国保の保険証を持って
役場住民課または富来支所総合窓口までおいでください。

．主な検査項目と実施機関．主な検査項目と実施機関

【人間ドック】
腹部超音波検査
内視鏡検査（カメラ）

など

【脳ドック】
脳 検査
脳 検査

など

レントゲン検査
心電図検査
血液検査 など

【人間ドック実施機関】
町内医療機関 公立羽咋病院
公立能登総合病院

【脳ドック実施機関】
公立羽咋病院
公立能登総合病院

住民課 国民健康保険係

毎年 月は
“社会を明るくする運動”

強調月間です。

“社会を明るくする運動”は、すべ
ての国民が、犯罪や非行の防止と罪
を犯した人たちの更正について理解
を深め、それぞれの立場において力
を合わせ、犯罪のない明るい社会を
築こうとする全国的な運動です。
本運動についてのお問い合せは、
金沢の保護観察所まで。

主唱 法務省主唱 法務



内 容 実 施 日 対 象 場所

ヵ月児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

歳 ヵ月児 月 日（木） 平成 年 月生
まれ 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】乳乳幼幼児児健健康康診診査査乳幼児健康診査

内 容 実 施 日 時 間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く）

と

毎週金曜日
（祝日は除く）

志

内 容 実 施 日 時 間 場所

機機 能能 訓訓 練練機 能 訓 練

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すくすく
子育て相談

月 日（木）

乳幼児の
お子さんと
お母さん
どなたでも

志

月 日（木） 志

げんキッズ広場 毎週火 金曜日
（祝日は除く）

志

ゆう遊クラブ
月 日（火） 志

月 日（火） 富

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すすくくすすくく子子育育ててすくすく子育て

【対象者】脳卒中後遺症者等で日常
生活が概ね自立している方

介護認定を受けている方は対象とはなりません。
初めての方は、事前に保健福祉センターまでご相談ください。

日のゆう遊クラブではベビーマッサージを予定しています。
定員制ですので事前にご予約ください。
すくすく子育て相談希望の方は事前に相談内容をご連絡ください。

内 容 実 施 日 対 象 場所

予防接種 月 日（木） カ月児健診受診時
生後 カ月未満 志

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】
予予 防防 接接 種種予 防 接 種

内 容 実 施 日 時 間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日
（祝日は除く）

志

こころの健康相談 月 日（金） 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

【対象者】どなたでも健健 康康 相相 談談健 康 相 談

【対象者】 歳以上の方
受診券を忘れずにお持ちください。がが んん 検検 診診が ん 検 診

（胃がん、大腸がん、肺がん検診）

内 容 実 施 日 受付時間 場所

が ん 検 診

月 日（金） 富来活性化
センター

月 日（日） 志

内 容 実 施 日 受付時間 場所

【対象者】どなたでも健健康康ウウォォーークク健康ウォーク

内 容 実 施 日 時 間 場所

海の日ウォーク 月 日（月）
受付
出発

志

内 容 実 施 日 時 間 場所

【対象者】 歳以上の方介介 護護 予予 防防介 護 予 防

内 容 実 施 日 時 間 場所

男性の
料理教室

月 日
（水）

志賀町
文化ホール

月 日
（木）

富来活性化
センター

歯ッピー
かむかむ教室

月 日
（火） 地頭町会館

月 日
（火） 高田会館

月 日
（火） 東小室会館

内 容 実 施 日 時 間 場所

こころの健康相談は、 週間前までに予約が必要です。



　

６
月
７
日
（
土
）・
８
（
日
）
の
両
日
に

わ
た
り
、
文
化
協
会
会
員
に
よ
る｢

初
夏
の

文
化
祭｣

が
文
化
ホ
ー
ル
、
富
来
活
性
化
セ

ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
展
示
の
会
場
と
な
っ
た
富
来
活
性
化
セ

ン
タ
ー
で
は
、
菊
花
・
陶
芸
・
書
道
・
絵
画
・

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
読
書
会
・
星
の
会
・

水
墨
画
・
写
真
・
陶
芸
の
各
団
体
の
会
員
作

品
が
一
同
に
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
町
民
か
ら

感
嘆
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

文
化
ホ
ー
ル
で
は
８
日
（
日
）
芸
能
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
、
大
正
琴
の
懐
か

し
い
響
き
で
幕
を
開
け
、
民
謡
と
踊
り
、
威

勢
の
よ
い
木
遣
唄
や
太
鼓
の
勇
壮
な
響
き
、

琴
の
し
ら
べ
や
合
唱
、
朗
々
と
し
た
詩
吟
や

舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ス

テ
ー
ジ
に
、
観
客
の
皆
様
か
ら
は
暖
か
い
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
色
彩

豊
か
な
盆
栽
・
生
花
の
展
示
も
行
わ
れ
、
お

茶
会
に
は
、
抹
茶
・
煎
茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

「
初
夏
の
文
化
祭
」
実
施

桜の苗木を配布します

　　石川県健民運動推進本部では地域における桜の名所づくりと
　　桜の美しい石川県づくりをめざして桜の苗木を配布します。

　・配布対象　　地域団体、各種団体、学校、公民館、公的施設等（一般の方や企業含む）
　・植樹場所　　多くの方の目に触れ、桜をとおして地域に潤いを与える場所
　・配布時期　　桜苗木植樹適正時期の１１月中旬以降
　・配布苗木　　樹　高　１．２ｍ～１．５ｍ
　　　　　　　　幹直径　１㎝程度
　　　　　　　　樹　種　　染井吉野　小松乙女　思川　神代曙　一葉
　　　　　　　　陽春　大漁桜　関山　紅華　花笠　 ( 以上１０種類 )
　・申込方法　　申し込み用紙は　志賀町教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　生涯学習課 ( ℡３２－９３５０)
　　　　　　　　　　　　　　　富来活性化センター ( ℡４２－０５００) にあります。
　　　　　　　　生涯学習課で取りまとめて、石川県健民運動推進本部へ申し込みをします。
　・申込期限　　平成２０年７月２５日 ( 金 )

　　　　　※桜の苗木は無料配布ですが申し込み時に植栽計画図、植栽後に報告書、写真が必要です。



【
功
労
賞
と
し
て
４
名
を
表
彰
】

　

６
月
５
日
（
木
）
志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
志
賀
町
文
化
協
会
の

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
で
は
、
永
年
文
化
協
会
に

功
労
の
あ
っ
た
４
名
の
方
々
に
功
労
者
表

彰
が
贈
ら
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
菊
花

会
の
新
田
ふ
み
子
さ
ん
が
「
今
後
も
文
化

の
発
展
の
た
め
力
を
尽
く
し
て
活
動
し
て

い
き
た
い
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
20
年
度
の
事
業
計
画
も
審
議
さ

れ
、「
初
夏
の
文
化
祭
」や「
合
同
競
技
大
会
」

の
実
施
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
方
々
で
す
。

【
功
労
賞
】

坂
野
か
ほ
る
さ
ん 

（
貝
が
ら
川
柳
社
）

新
田
ふ
み
子
さ
ん 

（
菊
花
会
）

東　
　

良
雄
さ
ん 

（
領
家
町
曳
山
木
遣
）

大
家
ふ
さ
の
さ
ん 

（
は
ま
な
す
民
謡
会
）

　
　
　 志

賀
町
文
化
協
会
総
会

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
で
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
只
今
、
平

成
20
年
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
約
300
の
科
目
か

ら
自
由
に
学
べ
ま
す
。
資
料
を
無
料
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

募
集
学
生
の
種
類　

―

教
養
学
部―

　

科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月
間
在
学
し
、
希
望

　
　
　
　
　
　
　

す
る
科
目
を
履
修
）

　

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す

　
　
　
　
　
　
　

る
科
目
を
履
修
）

　

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、
学
士

　
　
　
　
　
　
　

の
学
位
の
習
得
を
目
指
す
）

―

大
学
院―

　

修
士
科
目
生
（
６
ヶ
月
間
在
学
し
、
希
望

　
　
　
　
　
　
　

す
る
科
目
を
履
修
）

　

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す

　
　
　
　
　
　
　

る
科
目
を
履
修
）

　

受
付
期
間　

平
成
20
年
７
月
か
ら
８
月
31
日
ま
で

資
料
請
求
（
無
料
）・
問
合
せ
先

放
送
大
学
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

℡　

０
７
６
‐
２
４
６
‐
４
０
２
９

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

21th　ジャパンテント

ジャパンテントとは

　日本で学ぶ各国からの留学生、研修生を石川県に招き、
　ホームステイや体験活動などを通し､ 交流をおこないます。

　日程　平成２０年８月２１日（木）から
　　　　　８月２４日（日）までの３泊４日

留学生との交流に興味のある方、「ホストファミリーを
してみたい」とお考えの方は、お気軽に下記までお問い
合わせください。(申込期限　７月１0日（木）まで )　

問合せ、申込先：志賀町教育委員会　生涯学習課　電話３２－９３５０



田
を
終
え
て
帰
る
農
夫
の
背
を
照
ら
す
夕
日
の
光
り

田
の
面
の
明
り

中
田

和
子

眼
の
手
術
成
功
と
我
の
枕
辺
に
告
げ
た
る
医
師
に

両
手
合
わ
せ
ぬ

吉
崎
て
い
子

夫
と
行
く
花
の
吹
雪
を
背
な
に
受
け
車
椅
子
押
す

吾
頑
張
り
し

浦
野
タ
ツ
子

丘
の
上へ

の
一
年
過
ぎ
し
廃
校
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
今

満
開
に
な
り

田
端

正
敏

身
に
合
わ
ぬ
シ
ャ
ン
ソ
ン
な
れ
ど
年
古
り
て
聞
け
ば
哀
歓

せ
つ
せ
つ
伝
わ
る

福
島

信
子

冬
越
し
を
な
し
て
庭
に
背
伸
び
す
る
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
の
花

鮮
や
か
に
咲
く

向
永
い
み
子

あ
の
道
や
こ
の
み
ち
押
さ
れ
過
ぎ
た
れ
ど
た
し
か
な
幸
は

今
の
日
だ
ま
り

龍
揖

澄
子

タ
ケ
ノ
コ
の
レ
シ
ピ
を
捜
す
君
が
居
り
モ
ニ
タ
ー
眺
め
る
吾

居
り
し
夕
べ

伏
谷
美
津
子

初
採
れ
を
も
ら
ひ
し
今
朝
の
わ
か
め
汁
さ
み
ど
り
香
り
て

臓
は
ら
わ
た

に
沁
む

竹
内

愛
子

居
眠
り
に
か
す
か
な
匂
ひ
覚
え
醒
む
新
刊
の
オ
ビ
解
く

人
の
憐
れ
る
（
病
院
に
て
）

安
中
加
奈
子

ム
ジ
ナ
の
目
暗
い
夜
で
も
月
い
ら
ず

川
上

富
子

月
例
会
知
恵
の
競
い
も
ま
た
楽
し

小
松

康
子

若
き
日
の
ロ
マ
ン
は
月
に
覗
か
れ
た

平
島

凡

月
給
は
仕
事
の
割
に
押
さ
え
ら
れ

高
島

和
子

入
月
と
漁
り
火
映
え
る
明
け
の
海

古
森

勝

谷
も
あ
り
人
生
月
日
過
ぎ
て
ゆ
く

長
田
千
枝
子

月
明
か
り
け
も
の
空
腹
満
た
す
夜

林

ち
よ
子

孫
上
京
高
い
家
賃
で
ね
を
上
げ
る

上
田

利
雄

若
い
頃
月
に
願
い
を
賭
け
た
恋

能
登

秀
雄

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
高
い
ハ
ー
ド
ル
諦
め
る

す
ま
い
さ
お

高
額
者
い
い
え
後
期
の
高
齢
者

芝
山

照
子

免
許
証
返
還
し
よ
う
か
油
高

み
や
み
ち
さ
か
し

バ
ー
ゲ
ン
の
安
い
買
い
物
高
く
つ
く

中
畑

良
則

風
車
が
青
空
高
く
そ
び
え
立
つ

中
屋
ア
キ
子

円
高
に
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
悩
ま
さ
れ

窪

洋
子

あ
れ
こ
れ
と
計
算
高
い
主
婦
の
欲

田
畑

幸
子

頭ず

が
高
く
低
い
常
識
皆
困
る

西
尾

海
春

腰
の
び
ず
高
い
と
こ
ろ
は
孫
頼
む

赤

ふ
じ

道
普
請
天
道
虫
を
見
つ
け
た
り

安
田
紀
美
恵

御
堂
よ
り
の
ぞ
む
西
方

さ
い
ほ
う

麦
の
秋

前
川
美
代
子

深
呼
吸
い
く
た
び
し
て
も
明
易
し

池
田

玲
子

麦
秋
や
鎌
で
刈
り
た
る
日
の
遥
か

堀

綾
子

定
年
の
二
階
暮
ら
し
や
柿
若
葉

高
岩
み
つ
る

羅
う
す
も
の

に
さ
り
げ
な
く
襟
直
さ
れ
し

堀
内

一
也

一
服
の
田
植
仲
間
に
呼
ば
れ
け
り

深
美

白
馬

コ
ラ
ム志

賀
俳
壇
は
ま
な
す
句
会

吉
田

外
江

俳
句
は
五
・
七
・
五
調
に
季
語
が
入
る
短
い
詩
で
す
。

う
つ
り
ゆ
く
季
節
の
流
れ
に
、
こ
こ
ろ
を
詠
む
。
季
語

は
俳
句
の
い
の
ち
と
言
い
一
句
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
新
鮮
な
発
見
に
よ
り
、
身
に
触
れ
る
感
性
を
活
か

し
一
句
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

俳
句
は
ひ
と
り
で
も
良
し
、
仲
間
と
学
べ
ば
な
お
楽

し
い
。
そ
の
広
さ
と
深
さ
は
無
限
と
思
い
ま
す
。
む
ず

か
し
い
言
葉
は
い
り
ま
せ
ん
。

平
生
使
い
馴
れ
た
日
本
語
で
わ
か
り
や
す
く
、

そ
し
て
や
さ
し
く
・
・

み
ん
な
で
出
か
け
た
り
、
勉
強
し
合
っ
た
り
。

ど
う
ぞ
気
楽
に
仲
間
入
り
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

水
打
ち
て
迎
ふ
る
今
日
の
句
座
の
友

コ
ラ
ム志

賀
俳
壇
は
ま
な
す
句
会

吉
田

外
江

俳
句
は
五
・
七
・
五
調
に
季
語
が
入
る
短
い
詩
で
す
。

う
つ
り
ゆ
く
季
節
の
流
れ
に
、
こ
こ
ろ
を
詠
む
。
季
語

は
俳
句
の
い
の
ち
と
言
い
一
句
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
新
鮮
な
発
見
に
よ
り
、
身
に
触
れ
る
感
性
を
活
か

し
一
句
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

俳
句
は
ひ
と
り
で
も
良
し
、
仲
間
と
学
べ
ば
な
お
楽

し
い
。
そ
の
広
さ
と
深
さ
は
無
限
と
思
い
ま
す
。
む
ず

か
し
い
言
葉
は
い
り
ま
せ
ん
。

平
生
使
い
馴
れ
た
日
本
語
で
わ
か
り
や
す
く
、

そ
し
て
や
さ
し
く
・
・

み
ん
な
で
出
か
け
た
り
、
勉
強
し
合
っ
た
り
。

ど
う
ぞ
気
楽
に
仲
間
入
り
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

水
打
ち
て
迎
ふ
る
今
日
の
句
座
の
友

土
に
生
き
人
生
か
け
て
土
愛
す

西
尾

善
春

優
し
さ
と
哀
し
さ
過
疎
の
土
は
持
ち

小
松

彰
一

い
い
土
に
感
謝
ミ
ミ
ズ
に
も
感
謝

山
本

静
香

た
が
や
せ
ば
土
く
ろ
ぐ
ろ
と
息
を
す
る

木
村
よ
し
子

ス
ト
レ
ス
を
癒
し
て
く
れ
る
土
い
じ
り

坂
野
か
ほ
る

休
日
に
花
や
野
菜
と
土
い
じ
り

吉
村
と
し
子

帰
り
ゆ
く
孫
に
手
を
振
り
目
が
潤
む

前
田

志
津

日
帰
り
の
旅
は
楽
し
い
明
日
の
糧

坂
下
二
三
子

ふ
る
さ
と
の
帰
り
の
荷
物
倍
に
な
り

石
田

雪
路

祭
り
だ
よ
帰
っ
て
こ
い
よ
古
里
へ

須
曽

正
子

帰
り
た
い
遺
骨
が
叫
ぶ
遠
き
島

遠
藤
美
朝
子

器
用
さ
が
仇
と
も
な
っ
て
勇
み
足

木
村

貞
涼

初
孫
の
カ
タ
コ
ト
言
葉
大
人
気

須
磨
ひ
ろ
し

リ
ハ
ビ
リ
に
再
起
を
賭
け
る
老
い
独
り

小
松

糸
葉



蛍
が
あ
そ
こ
あ
そ
こ
と
妻
の
指

須
广
ひ
ろ
し

停
止
し
て
待
つ
救
急
車
麦
の
秋

森
下
い
わ
お

よ
さ
こ
い
の
歌
が
風
呼
び
花
菖
蒲

冨
地

重
内

藤
色
に
心
を
染
め
し
藤
の
棚

服
部

頼
次

植
え
し
田
の
水
面
に
う
つ
る
空
の
青

丸
田

歩
拙

母
と
子
の
声
生
き
生
き
と
若
葉
風

大
乗

春
風

梅
雨
に
入
る
更
地
と
な
り
し
隣
家
か
な

川
田
ま
さ
を

俯う
つ

む
き
て
咲
く
性さ
が

悲
し
黄
牡
丹

安
井
ふ
さ
の

棟
上
げ
や
仰
ぐ
高
き
に
柿
若
葉

長
根
尾
郁
恵

い
そ
い
そ
と
母
の
形
見
の
夏
の
帯

須
广
と
み
子

一
輪
の
バ
ラ
に
癒
さ
る
吾
が
狭
庭

藤
沢

鶴
女

海
に
向
く
浜
昼
顔
や
漁い
さ

り
舟

浅
野

照
子

母
の
日
や
三
個
も
届
く
宅
急
便

新
沢

和
子

青
き
茱
萸
ぐ

み

仮
設
の
人
と
話
す
朝

小
島

史
子

吊
橋
の
静
か
な
ゆ
れ
や
杜
若

土
田

清
枝

蓬
茶
を
い
れ
て
気
易
き
集
ひ
か
な

細
川
ふ
じ
子

奥
院
の
開
け
放
ち
あ
り
花
あ
や
め

坂
下

豊
子

鷺
一
羽
水
田
に
映
り
動
か
ざ
る

淵
端

三
之

帰
る
可
き
家
こ
そ
良
け
れ
昼
寝
覚

土
田
ま
つ
い

髪
切
り
し
衿
足
匂
ふ
青
葉
風

大
島

朋
子

白
ぼ
た
ん
活
け
て
静
か
や
女
寺

吉
田

外
江

老
鶯
の
声
の
し
げ
し
や
奥
の
院

藤
勝
勇
美
子

夏
燕
せ
わ
し
く
鳴
け
る
巣
に
か
え
る

中
田

淑
子

い
か
釣
り
の
灯
り
ち
ら
ほ
ら
海
の
町

裏
田

弘
美

す
か
ん
ぽ
に
思
ひ
馳
せ
居
り
幼
な
友

北
谷

芳
子

夕
焼
け
や
昔
む
か
し
の
童
唄

鍋
岡
美
智
子

五
月
雨
や
お
茶
屋
通
り
の
蛇
の
目
傘

土
田
エ
ミ
子

菖
蒲
の
湯
孫
と
つ
か
り
し
若
き
日
よ

智
子

紫
陽
花
の
色
も
優
し
や
小
糠
雨

浅
子

こ
れ
御
銭か

ね

孫
が
訝
る
二
千
円え

札ん

川
崎

山
畑
木
の
間
に
桐
の
花
見
え
て
丹
精
込
め
た

豌
豆
を
も

ぐ

細
川
み
さ
の

田
や
山
も
青
葉
繁
り
て
さ
わ
や
か
に
小
鳥
さ
え
ず
り

木
の
芽
つ
つ
き

千
里

若
き
日
の
五
訓
に
悖も
と

る
最
た
る
は
不
精
に
わ
た
る

な
か
り
し
か

川
崎

子
離
れ
の
決
心
し
て
も
次
の
日
に
用
も
な
い
の
に

電
話
す
る
私

柏
谷

保
之

そ
の
河
口
、
架
橋
の
夢
を
捨
て
が
た
し椿

田

純
三

そ
の
川
の
源
流
は

町
境
の
日
用
集
落

年
間
、
休
む
事
無
く
清
水
を
海
に
届
け
る

幾
多
の
大
小
の
橋
を
潜
り
抜
け
て

徳
楽
橋
、
梨
谷
小
山
橋
、
よ
し
だ
お
お
は
し
、

清
水
今
江
橋
、
船
越
橋
、
清
水
大
橋
、

米
町
川
橋
、
ふ
ち
は
た
ば
し
、
神
代
大
橋
、

お
ぐ
ら
だ
か
か
く
み
橋
、
川
尻
橋

日
本
海
の
入
日
を
眺
め
て

明
日
へ
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
る

こ
の
河
口
に
両
岸
を
結
ぶ
橋
を
架
け
た
い

小
さ
な
頃
か
ら
の
夢

半
世
紀

於
古
川
、
米
町
川
の
帯
衣
一
水
の
神
代
川

山
か
ら
海
に
注
ぎ
、
合
流
の
河
口
の
橋

仮
称

神
代
川
河
口
大
橋

別
名

ド
リ
ー
ム
ブ
リ
ッ
ジ
・
シ
カ

高
浜
み
な
と

山
田

欣
三

一

夜
明
け
前
か
ら

船
の
上

出
船
の
と
き
に

カ
モ
メ
が
騒
ぐ

あ
と
を
追
う
よ
う
に

一
羽
の
カ
モ
メ

ひ
と
声
高
く

啼
い
て
去
る

無
事
で
帰
れ
と

言
う
よ
う
な

あ
な
た
に
贈
る

応
援
歌

軽
く
手
を
振
り

汐
風
受
け
て

あ
な
た
見
送
る

高
浜
み
な
と

二

風
と
波
と
が

創
っ
た
か

奇
岩
の
多
い

能
登
の
海

海
の
色
さ
え

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー

弁
天
島
を

右
に
見
て

今
日
の
漁
場
は

高
岩
岬

そ
れ
と
も
先
の

赤
崎
あ
た
り

夕
日
を
受
け
て

競
っ
て
帰
る

大
漁
続
き
の

高
浜
み
な
と

三

今
日
は
お
前
の

誕
生
日

早
く
帰
る
と

そ
っ
け
な
く

ひ
と
言
言
っ
て

背
中
を
む
け
る

待
っ
て
た
知
ら
せ

携
帯
に

手
編
み
セ
ー
タ
ー

手
を
止
め
て

鏡
に
向
い

目
立
た
ぬ
よ
う
に

薄
く
紅
引
き

小
走
り
で
行
く

あ
な
た
迎
え
る

高
浜
み
な
と

文
芸
教
室

に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の

制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首（
一

句
）、
詩
に
つ
い
て
は
二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の

で
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首（
一

二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

教教
室室

芸芸
文文

作
品
募
集



ハ
ウ
ル
の
お
話
宅
急
便

日
時

月

日（
水
）

午
後

時

分
か
ら

場
所

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

休館日のご案内

月

日 ・ 日 ・ 日
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

休館日のご案内

月

日 ・ 日 ・ 日
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

月月

志

お問い合わせ

新
着
・
お
す
す
め
の
本

千千
両両
花花
嫁嫁
とと
びび
きき
りり
屋屋

千
両
花
嫁
と
び
き
り
屋

見見
立立
てて
帖帖

見
立
て
帖

山山
本本

兼兼
一一

山
本

兼
一

時時
はは
幕幕
末末
。。
京京
のの
都都
でで
ゆゆ
ずず
とと
真真

時
は
幕
末
。
京
の
都
で
ゆ
ず
と
真

之之
助助
のの
駆駆
けけ
落落
ちち
夫夫
婦婦
がが
開開
いい
たた
道道

之
助
の
駆
け
落
ち
夫
婦
が
開
い
た
道

具具
屋屋
はは
、、
新新
撰撰
組組
やや
竜竜
馬馬
がが
おお
客客
。。

具
屋
は
、
新
撰
組
や
竜
馬
が
お
客
。

見見
立立
てて

とと

度度
胸胸

でで
世世
をを
渡渡

見
立
て

と

度
胸

で
世
を
渡

っっ
てて
いい
くく
夫夫
婦婦
のの
成成
長長
をを
軸軸
にに
、、
京京

っ
て
い
く
夫
婦
の
成
長
を
軸
に
、
京

商商
人人
のの
心心
意意
気気
をを
描描
いい
たた
連連
作作
短短
篇篇

商
人
の
心
意
気
を
描
い
た
連
作
短
篇

集集
。。
集
。

月

日
に
志
賀
町
出
身
の
深
井
人
詩
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、
家
持
を
訪
ね
る
万
葉
の
旅
を
開
催
し

ま
し
た
。
歌
碑
を
巡
り
な
が
ら
、
大
伴
家
持
が
詠
ん

だ
思
い
や
能
登
の
自
然
に
触
れ
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。

かか
わわ
いい
くく
てて
おお
いい
しし
いい

か
わ
い
く
て
お
い
し
い

手手
作作
りり
レレ
シシ
ピピ
シシ
リリ
ーー
ズズ

手
作
り
レ
シ
ピ
シ
リ
ー
ズ

大大
森森
いい
くく
子子

大
森
い
く
子

すす
ぐぐ
でで
きき
るる
かか
んん
たた
んん
おお
菓菓
子子

す
ぐ
で
き
る
か
ん
た
ん
お
菓
子

元元
気気
のの
出出
るる
体体
にに
いい
いい
おお
菓菓
子子

元
気
の
出
る
体
に
い
い
お
菓
子

ケケ
ーー
キキ
屋屋
ささ
んん
のの
ああ
ここ
がが
れれ
おお
菓菓
子子

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
の
あ
こ
が
れ
お
菓
子

誕誕
生生
会会
・・
クク
リリ
スス
ママ
スス
・・
ババ
レレ
ンン

誕
生
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
バ
レ
ン

タタ
イイ
ンン
デデ
ーー
のの
イイ
ベベ
ンン
トト
おお
菓菓
子子

タ
イ
ン
デ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
お
菓
子

ここ
れれ
かか
らら
おお
菓菓
子子
作作
りり
をを
しし
たた
いい

こ
れ
か
ら
お
菓
子
作
り
を
し
た
い

人人
、、
おお
菓菓
子子
作作
りり
っっ
てて
難難
しし
そそ
うう
だだ

人
、
お
菓
子
作
り
っ
て
難
し
そ
う
だ

なな
とと
思思
っっ
てて
いい
るる
人人
にに
おお
すす
すす
めめ
のの

な
と
思
っ
て
い
る
人
に
お
す
す
め
の

シシ
リリ
ーー
ズズ
でで
すす
。。
材材
料料
のの
はは
かか
りり
方方
、、

シ
リ
ー
ズ
で
す
。
材
料
の
は
か
り
方
、

新
着
の
本

調調
理理
器器
具具
のの
使使
いい
方方
のの
紹紹
介介
はは
もも
ちち

調
理
器
具
の
使
い
方
の
紹
介
は
も
ち

ろろ
んん
、、
作作
りり
方方
がが
写写
真真
付付
きき
でで
詳詳
しし

ろ
ん
、
作
り
方
が
写
真
付
き
で
詳
し

くく
説説
明明
しし
てて
ああ
りり
まま
すす
。。
おお
いい
しし
いい

く
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。
お
い
し
い

おお
菓菓
子子
をを
食食
べべ
てて
いい
るる
とと
きき
はは
、、
幸幸

お
菓
子
を
食
べ
て
い
る
と
き
は
、
幸

せせ
なな
気気
持持
ちち
にに
なな
りり
まま
すす
ねね
。。
でで
きき

せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。
で
き

ああ
がが
っっ
たた
らら
、、
家家
族族
やや
おお
友友
達達
とと
楽楽

あ
が
っ
た
ら
、
家
族
や
お
友
達
と
楽

しし
いい
おお
茶茶
のの
時時
間間
にに
しし
てて
はは
いい
かか
がが

し
い
お
茶
の
時
間
に
し
て
は
い
か
が

でで
しし
ょょ
うう
かか
。。（（
児児
童童
書書
））

で
し
ょ
う
か
。（
児
童
書
）

記記
念念
日日

香香
納納

諒諒
一一

記
念
日

香
納

諒
一

東東
京京
島島

桐桐
野野

夏夏
生生

東
京
島

桐
野

夏
生

虚虚
夢夢

薬薬
丸丸

岳岳

虚
夢

薬
丸

岳

夜夜
のの
桃桃

石石
田田

衣衣
良良

夜
の
桃

石
田

衣
良

茨茨
のの
木木

ささ
だだ
まま
ささ
しし

茨
の
木

さ
だ
ま
さ
し

義義
弟弟

永永
井井
すす
るる
みみ

義
弟

永
井
す
る
み

メメ
タタ
ボボ
がが
気気
にに
なな
るる
人人
のの

メ
タ
ボ
が
気
に
な
る
人
の

健健
康康
ごご
はは
んん

オオ
レレ
ンン
ジジ
ペペ
ーー
ジジ

健
康
ご
は
ん

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ

家
持
を
訪
ね
る
万
葉
の
旅
吟
行
表
彰
式
・
講
評

日

時

月

日
（
木
）

午
後

時
か
ら

場

所

志
賀
町
立
図
書
館

階
視
聴
覚
室

講

師

田
中

譲
先
生

短
歌
作
成
に
つ
い
て
勉
強
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、

初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時

月

日（
土
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

こ
わ

い
お
話
の
会

日
時

月

日（
土
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
視
聴
覚
室

対
象

幼
児
・
小
学
生

暑
い
夏
は
、
背
中
が
ゾ
ク
ゾ
ク
す

る
怖
い
お
話
で
涼
し
く
過
ご
し
ま
し

ょ
う

暗
い
部
屋
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯

り
の
中
、
い
つ
も
と
は
ち
ょ
っ
と
違

う
お
は
な
し
会
で
す
。
お
楽
し
み
に

日
（
土
）
が
臨
時
休
館
の
た
め
、

月

日

は
や
っ
ち
ゃ
祭
り

開
催
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（火）
西 海
西 浦

前浜バス停前
笹波バス停
のぞみの里
赤崎作業場前
西海長畑商店前

日（水） 富 来
すみれ作業所
富来病院

日（水）
熊 野
福 浦

熊野多目的集会場
福浦郵便局前

はまなす園

日（金） 有縁の荘

日（火）
稗 造

東小室バス停
鵜野屋バス停

志賀町デイサービスセンター

日（水） 保育所
とぎ保育園
ますほ保育園

日（火） 東増穂
八幡公民館
アイリス（老保）
ますほの里（特養）

日（水） 西増穂

大福寺干場商店前
稲敷集会場
西増穂郵便局前
はまなす園デイサービスセンター
とぎ地域福祉センター

日（木） はまなす園

日（火）
西 海
西 浦

前浜バス停前
笹波バス停
のぞみの里
赤崎作業場前
西海長畑商店前

日（水） 富 来
すみれ作業所
富来病院

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（火）

日（水）

日（水）

日（金）

日（火）

日（水）

日（火）

日（水）

日（木）

日（火）

日（水）

通
常
第

・

土
曜
日
の
お
は
な
し

会
を
、
第

・

土
曜
日
に
行
い
ま

す
。郷

土
出
身
の
俳
人
棚
山
波
朗
さ
ん
の

新
し
い
句
集
が
で
ま
し
た
。

宝

達

（
角
川
書
店
）
二

八

円

郷
土
出
身
の
俳
人
棚
山
波
朗
さ
ん
の

新
し
い
句
集
が
で
ま
し
た
。

宝

達

（
角
川
書
店
）
二

八

円



志賀町児童館

　

5
月
の
折
り
紙
教
室
は
「
マ
ジ
ッ

ク
フ
ラ
ワ
ー
」
に
挑
戦
。
子
ど
も
た

ち
は
折
り
紙
で
24
個
の
パ
ー
ツ
を
折

り
、
組
み
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。
高

学
年
の
子
が
低
学
年
の
子
の
パ
ー
ツ

作
り
を
手
伝
う
微
笑
ま
し
い
様
子
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
折
っ
て
重
ね
た
24

　

5
月
25
日(

日)

、
た
く
さ
ん
の

絵
本
と
夢
を
の
せ
て
全
国
訪
問
お

は
な
し
隊
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
来

館
。
車
に
は
約
550
冊
の
素
敵
な
絵
本

や
児
童
書
が
い
っ
ぱ
い
。
大
判
サ
イ

ズ
の
紙
芝
居
（
シ
ョ
コ
ラ
ち
ゃ
ん
の

お
で
か
け
ド
ラ
イ
ブ
）
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
も
あ
り
、
親
子
で
ワ
ク
ワ

ク
、
ド
キ
ド
キ
し
て
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
な
世
界
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

は
が
き
で
「
ジ
ェ
ッ
ト
飛
行
機
」

を
作
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
重

心
の
位
置
・
翼
の
角
度
・
ひ
ね
り
等

に
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
主
翼
、

水
平
尾
翼
等
の
パ
ー
ツ
を
は
っ
て
い

き
ま
す
。改
造
飛
行
機
を
作
る
子
も
。

　

６
月
４
日
（
水
）
わ
が
子
の
成
長

の
記
録
と
し
て
「
手
形
・
足
形
づ
く

り
」
を
行
い
ま
し
た
。
親
子
が
協
力

し
て
柔
ら
か
い
粘
土
に
小
さ
な
手
足

を
ぺ
っ
た
ん
。
粘
土
に
く
っ
き
り
つ

い
た
可
愛
い
手
形
に
マ
マ
も
に
っ
こ

り
。
交
流
も
う
ま
れ
楽
し
い
ひ
と
と

き
に
な
り
ま
し
た　

　

年
２
回
、
10
月
に
も
手
形
・
足
形

づ
く
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

移
動
児
童
館

　

今
月
の
移
動
児
童
館
は
志
加
浦

地
域
で
す
。
7
月
12
日
、
10
時
よ

り
志
加
浦
公
民
館
に
て
。
牛
乳

パ
ッ
ク
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ュ
ー

ビ
ッ
ク
パ
ズ
ル
を
作
り
ま
す
。
ま

た
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
遊

び
も
し
ま
す
。
多
数
参
加
く
だ
さ

い
。

折  

り  

紙  

教  

室

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

作
っ
て
遊
ぼ
う

★申し込み、お問い合せは　　志賀町児童館まで　℡   32-1724

7月　２日 (水 )　　グラウンドゴルフ　　　　　　　15：00～
7月　5日 ( 土 )　　七夕茶会　　　　　　　　　　　13：30～
7月12日（土）　　移動児童館 (志加浦公民館 )　　　10：00～
7月13日（日）　　ペーパークラフト（6角返し）　　13：30～
7月19日（土）　　オカリナクラブ　　　　　　　　13：30～
7月27日 ( 日 )　　バトンクラブ　　　　　　　　　13：30～ 

の
パ
ー
ツ
を
開
く
と
、
瞬
時
に
色
と

り
ど
り
の
花
が
パ
ッ
と
咲
く
マ
ジ
ッ

手
形
・
足
形
づ
く
り

ク
に
「
と
て
も

き
れ
い
」
と
心

を
と
き
め
か
せ

て
何
度
も
ト
ラ

イ
。
折
り
紙
の

世
界
が
少
し
広

が
り
ま
し
た
。

ジ
ェ
ッ
ト
飛
行
機
は
よ
く
飛
ん
だ

り
、
急
降
下
し
た
り
。
自
由
で
個
性

的
な
飛
び
方
に
歓
声
が
あ
が
り
、
飛

行
機
作
り
の
お
も
し
ろ
さ
と
む
ず
か

し
さ
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。



借借
地地
・・
借借
家家
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

借
地
・
借
家
を
巡
る
諸
問
題（
そ
の

）

新
家
主
に
対
し
て
借
家
権
を
主
張
で
き
ま

す
。賃

借
人
が
建
物
の
引
渡
し
を
受
け
て
建
物
を

使
用
し
続
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
建
物
の
売

買
や
旧
家
主
の
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
家
主
が
替

わ
っ
た
と
し
て
も
、
新
し
い
家
主
に
対
し
て
借

家
権
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を

借
家
権
の
対
抗
力
と
言
い
ま
す
。
主
張
で
き
る

の
は
、
独
立
し
た
建
物
だ
け
で
な
く
、
ア
パ
ー

ト
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
や
、
賃
貸
ビ
ル

の
一
区
画
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
間
貸
し
や

下
宿
の
一
室
な
ど
は
、
駄
目
で
す
。
ま
た
、
旧

家
主
の
承
諾
を
得
て
第
三
者
に
転
貸
し
て
い
る

場
合
で
も
、
新
家
主
に
対
し
て
借
家
権
を
主
張

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
主
が
替
わ
っ
て
も
契
約
内
容
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。建

物
の
所
有
者
が
替
わ
っ
た
場
合
は
、
従
前

の
家
主
と
の
賃
貸
借
関
係
は
、
当
然
に
新
し
い

家
主
に
承
継
さ
れ
ま
す
。
そ
の
承
継
に
つ
い
て

は
、
賃
借
人
の
同
意
は
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
家
主
が
承
継
す
る
賃
貸
借
契
約
の
内
容

は
、
従
来
と
同
じ
で
す
。
家
賃
の
金
額
、
支
払

建
物
が
売
買
さ
れ
て
家
主
が
替
わ
っ
た
ら

賃
借
人
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

時
期
、
支
払
方
法
な
ど
も
、
従
来
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。
新
家
主
は
、
当
然
、
承
継
後
の
家
賃
を

賃
借
人
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

承
継
前
の
家
賃
の
未
払
い
が
あ
る
場
合
は
、
旧

家
主
か
ら
新
家
主
に
対
す
る
債
権
譲
渡
の
手
続

き
を
と
っ
た
と
き
に
か
ぎ
っ
て
、
新
家
主
が
そ

れ
を
承
継
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
敷
金
関
係

も
、
当
然
、
新
家
主
に
承
継
さ
れ
ま
す
。
新
旧

家
主
間
で
、
敷
金
の
引
継
ぎ
が
な
さ
れ
た
か
否

か
を
問
い
ま
せ
ん
。
承
継
さ
れ
る
敷
金
額
は
、

原
則
と
し
て
差
し
入
れ
ら
れ
た
金
額
で
す
が
、

賃
借
人
に
未
払
家
賃
な
ど
の
債
務
が
あ
る
場
合

は
、
家
主
が
交
替
し
た
時
点
で
当
然
に
精
算
さ

れ
ま
す
か
ら
、
精
算
後
の
残
額
だ
け
が
承
継
さ

れ
ま
す
。
保
証
金
・
権
利
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、

契
約
の
内
容
に
し
た
が
っ
て
承
継
の
有
無
、
範

囲
が
定
ま
り
ま
す
。
賃
貸
借
の
存
続
期
間
も
、

従
来
と
同
じ
で
す
。

賃
借
人
は
新
家
主
の
立
退
き
請
求
を
拒
否
し
て

よ
い賃

借
人
と
し
て
は
、
家
主
の
交
替
に
異
議
を

述
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
原
則
と
し
て

従
来
ど
お
り
の
賃
貸
借
関
係
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
新
家
主
か
ら
立

退
き
を
求
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
拒
ん

で
使
用
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

弁護士（元高等検察庁検事）
愛知学院大学法科大学院特任教授

國田 武二郎（堀松出身）

東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成 年 月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすなろ
法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成 年から愛知・三重両県の産業保険推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。



借借
地地
・・
借借
家家
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

権
の
無
断
譲
渡
・
転
貸
に
よ
る
解
除
が
相
当
程

度
制
約
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
ま
す
。

死
亡
し
た
人
の
権
利
と
義
務
は
、
原
則
と
し

て
相
続
人
に
承
継
さ
れ
ま
す
。
借
家
権
も
財
産

権
の
一
つ
で
す
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
相
続
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
死
亡
し
た
賃
借
人
と
同
居
し
て

い
た
相
続
人
が
借
家
権
を
相
続
す
る
こ
と
に
は

異
論
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
別
居
し
て
い

た
相
続
人
が
借
家
権
を
相
続
す
る
か
否
か
に
つ

い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
裁
判

例
で
は
、
同
居
・
別
居
に
か
か
わ
ら
ず
借
家
権

を
相
続
す
る
と
い
う
見
解
が
主
流
で
す
。
賃
借

人
が
借
家
権
を
譲
渡
・
転
貸
す
る
に
当
た
り
、

家
主
の
承
諾
を
得
る
た
め
に
名
義
書
換
え
料
が

支
払
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
名
義
書
換
え

料
は
、
当
然
に
要
求
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
借
家
権
の
譲
渡
・
転
貸
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
な
う
た
め
に
支
払
わ
れ
る
の
で
す
。
借
家

権
の
相
続
は
、
譲
渡
・
転
貸
に
は
当
た
り
ま
せ

ん
し
、
相
続
人
に
は
名
義
書
換
え
料
を
支
払
う

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
家
主
か
ら
請

求
さ
れ
た
場
合
は
、
借
家
を
円
滑
に
使
用
す
る

た
め
に
名
義
書
換
え
料
を
支
払
う
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

建
物
の
賃
借
人
が
死
亡
し
た
ら
そ
の
家
族

は
名
義
書
換
え
料
を
支
払
う
義
務
が
あ
り
ま
す

か
。

賃
借
人
は
、
家
主
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
、

借
家
権
を
譲
渡
し
た
り
借
家
を
転
貸
し
た
り
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
借
家
権
の
譲
渡
と

は
、
賃
借
人
と
し
て
の
地
位
を
そ
の
ま
ま
他
人

に
移
転
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
借
家
の
転
貸
と

は
、
賃
借
人
の
地
位
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
さ

ら
に
他
人
に
賃
貸
す
る
こ
と
で
す
。
転
貸
に
当

た
る
の
は
、
転
借
人
が
独
立
し
て
使
用
収
益
を

行
う
場
合
で
す
か
ら
、
賃
借
人
の
親
族
や
友
人

な
ど
を
無
償
で
同
居
さ
せ
て
も
転
貸
に
は
当
た

ら
な
い
の
が
ふ
つ
う
で
す
。
ま
た
、
店
舗
を
賃

借
し
て
営
業
し
て
い
る
個
人
が
事
業
を
法
人
化

し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
借
家
権
の
譲

渡
・
転
貸
に
は
当
た
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

賃
借
人
が
、
家
主
の
承
諾
を
得
な
い
で
借
家

権
の
譲
渡
や
転
貸
を
し
た
場
合
は
、
家
主
は
賃

貸
借
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
原

則
で
す
。
し
か
し
、
賃
借
人
の
行
為
が
家
主
に

対
す
る
背
信
的
行
為
に
当
た
ら
な
い
特
段
の
事

情
が
あ
る
と
き
は
、
解
除
権
は
発
生
し
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
信
頼
関
係
の
法
理

と
も
呼
ば
れ
、
こ
の
考
え
方
に
よ
っ
て
、
賃
借

賃
借
人
は
借
家
権
を
譲
渡
・
転
貸
で
き
ま

す
か
。賃

借
人
が
無
断
で
借
家
権
を
譲
渡
、
転
貸

し
た
ら
ど
う
な
り
ま
す
か
。

内
縁

と
は
、
事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ

り
な
が
ら
、
ま
だ
法
律
上
の
届
出
を
し
て
い
な

い
状
態
を
言
い
ま
す
。
内
縁
の
妻
に
は
相
続
権

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
借
家
権
を
相
続
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
賃
借
人
が

死
亡
す
る
と
同
居
し
て
い
た
内
縁
の
妻
は
立
退

き
を
求
め
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
借
地
借

家
法
に
よ
っ
て
、
法
的
に
保
護
が
は
か
ら
れ
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
居
住
用
建
物
の
賃
借
人

が
相
続
人
な
し
に
死
亡
し
た
場
合
は
、
賃
借
人

と
事
実
上
の
夫
婦
ま
た
は
養
親
子
の
関
係
に
あ

っ
た
同
居
者
は
、
賃
借
人
の
権
利
と
義
務
を
承

継
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
賃
借
人
に
相

続
人
が
い
る
場
合
は
、
相
続
人
が
借
家
権
を
相

続
し
ま
す
が
、
内
縁
の
妻
は
、
家
主
か
ら
明
渡

し
を
要
求
さ
れ
た
と
き
は
、
相
続
人
が
承
継
し

た
借
家
権
を
援
用
し
て
居
住
を
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
続
人

が
内
縁
の
妻
に
対
し
て
明
渡
し
を
要
求
し
た
と

き
は
、
そ
の
明
渡
し
請
求
が
権
利
の
濫
用
に
当

た
る
と
し
て
内
縁
の
妻
の
居
住
を
保
護
し
た
裁

判
例
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
内
縁

の
妻
は
、
借
家
権
を
相
続
す
る
権
利
が
な
く
不

安
定
な
地
位
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
居
住
は
実

質
的
に
は
保
護
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
ま
す
。

建
物
の
賃
借
人
の
内
縁
の
妻
は
借
家
権
を

相
続
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
か
。



お問い合せ先お問い合せ先

必要な材料はすべてアリス館にそろっています。

都合により内容を変更する場合があります。

北陸電力 アリス館志賀

都合により内容を変更する場合があります。

全国の原子力 館
月 日（火） 日（木）

全国にある 原子力発電所 と その 館 をご
紹介します。ぜひご覧ください。

海の日 チビッコイベント
月 日（日） 日（祝）

「ブラックライト ファンタジー」光るペンで絵
を書いてアリス館に飾ろう
「ゲーム」や 日替工作 や「ガラポンスタンプラ
リー」もあるよ。みんな遊びに来てね

会場スタンプラリー
月 日（日） 日（祝）

アリス館からフローリィへ行くスタンプラリーだよ。
それぞれのスタンプを集めて、プレゼントをゲット

パステルぶーちゃんうちわ
月 日（月） 月 日（木）

紙皿でかわいいうちわを作ろう

都合により内容を変更する場合があります。



休日夜間当番薬局 時間 午後 時 午前 時
診診療療時時間間はは、、午午前前 時時かからら正正午午ままでででですす。。ななおお、、受受診診のの際際ににはは、、事事前前にに病病院院へへ電電話話連連絡絡ししててくくだだささいい。。診療時間は、午前 時から正午までです。なお、受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。

総人口 ， 人

男 ， 人

女 ， 人

世帯数 ， 世帯

総人口 ， 人

男 ， 人

女 ， 人

世帯数 ， 世帯

氏

名

年

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

村
木

信
子

谷
澤

正
道

平
山

正
成

谷
口

武
夫

寺
田
シ
ズ
ノ

小
林
き
く

山
崎

フ
サ

水
岡

征
門

曽
根

芳
子

山
本

實

松
本
喜
三
松

念

一
盛

田
村
美
和
子

前
畑
と
も
江

青
岸

孟

水
本
キ
ク
ノ

橋
野

一
夫

谷
口

秀
一

山
岸

好

谷山
科

清
松

伊
藤
せ

子

田

と
み
子

笹
川

す
み

岡
田

鎭
雄

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

仏

木

長

沢

西
海
風
無

尊

保

矢

田

富
来
領
家
町

富
来
領
家
町

中

浜

末

吉

富
来
七
海

富
来
領
家
町

西
海
風
無

赤

住

神

代

西
海
風
戸

笹

波

里
本
江

火
打
谷

舘

開

火
打
谷

高
浜
町

福
浦
港

栗

山

安
部
屋

富
来
領
家
町

せ
氏

名

年

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

月月 日日現現在在月 日現在

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所

日
（日）

福田整形外科医院 羽咋市釜屋町
くすりのまき薬局 宝達志水町今浜

田村眼科クリニック 羽咋市鶴多町

日
（日）

松江産婦人科医院 羽咋市島出町
笠原健招堂薬局 志賀町富来領家町

松柳医院 羽咋市島出町

日
（日）

岡田医院 志賀町富来領家町
志雄瑠璃光薬局 宝達志水町荻市

前川医院 羽咋市酒井町

日
（月 祝）

ひよりクリニック 志賀町富来地頭
羽咋菜の花薬局 羽咋市柳橋堂田

金田内科医院 羽咋市千里浜町

日
（日）

西村内科胃腸科クリニック 宝達志水町今浜 クスリのアオキ羽咋店
青木二階堂薬局 羽咋市石野町

羽咋池野整形外科医院 羽咋市南中央町

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所

日
（日）

福田整形外科医院
くすりのまき薬局

田村眼科クリニック

日
（日）

松江産婦人科医院
笠原健招堂薬局

松柳医院

日
（日）

岡田医院
志雄瑠璃光薬局

前川医院

日
（月 祝）

ひよりクリニック
羽咋菜の花薬局

） 金田内科医院

日
（日）

西村内科胃腸科クリニック クスリのアオキ羽咋店
青木二階堂薬局羽咋池野整形外科医院

【 お 断 り 】
このコーナーは、当町で届出
をし、希望がある方のみ掲載し
ています。他市町村での届出を
予定し、掲載を希望する場合は
届出書の余白に 広報掲載希望
とお書き下さい。

氏

名

保
護
者
名

本
籍
ま
た
は
住
所

山
田
菜
々
美

な

な

み

嘉

成

佐
貴
子

高
浜
町

萬
年

唯ゆ
い

健

一

趙
儷
聰

高
浜
町

井
上

結
花

ゆ
い
か

誠
亜
希
子

上

野

高
橋

光
彩
ひ
か
り

政

紀

綾

子

酒

見

豊
島

莉
奈
り

な

弘

真
愛

三

明

辰
尾

悠
衣
ゆ

い

光

一

絵
里
子

赤

住

岩
見

咲
弥
さ
く
や

大

介

早

苗

高
浜
町

野

心
南
こ
こ
な

宏

幸
弓

末

吉

矢
口

諦
人
た
い
と

泰

淳

真

美

末

吉

小
谷
内
健
晴
け
ん
せ
い

太

士

美

香

直

海
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このコーナーに掲載する写真を募集しています。子どもやペット、サークル
仲間の写真等コメントを添えて情報推進課広報放送係までお送りください。

橋本　奈
な ゆ

柚ちゃん

　
　6月 16日で 1歳になった我家の３
番目の、おてんば娘 奈柚です。お歌が
大好きで、リズムに合せて体はゆらゆ
ら手は指揮者のように、ノリノリです。
これからもお姉ちゃん達に負けないく
らい、元気で活発な女の子でいてね。

　

◇勤務条件　　•医療事務補助員
　　　　　　　　(1) 雇用期間　平成20年９月１日から平成21年３月31日まで
　　　　　　　　(2) 勤務時間　８時３０分～１７時３０分   変則勤務時間等：シフト制により９時30分～18時30分の勤務有り
　　　　　　　　(3) そ の 他　雇用期間により有給休暇、社会保険制度があります。
◇申込期間　　平成20年６月27日（金）から平成20年７月15日（火）
◇選考方法　　面接試験により選考します。
◇選考試験　　期日：平成２０年７月２６日（土）　 　会場：志賀町役場

◇申込方法　　•それぞれの申込期間内に所定の申込用紙（総務課、富来支所で交付及びホームページでダウンロード）に必要事
　　　　　　　　項を記入し、必要書類を添付の上、志賀町役場（総務課）、富来支所（総務課）窓口へ提出してください。
　　　　　　　•郵送の場合は、封筒の表に「職員採用試験申込書」又は「臨時職員申込書」と朱書きし、郵送してください。（当日消印有効）
◇お問い合せ先　役場総務課人事担当（℡３２－９３１１）

職種 区分 人員 職務内容 応 募 資 格 勤務時間 賃　金

医療事務
補助員　 嘱託員 １名 志賀クリニック

医療事務

医療事務技能資格を有する方
※診療報酬請求事務能力認定試験、
　医療事務技能審査試験の資格、
　又は同等の資格を有する方

8：30～ 17：30
※変則勤務時間等 :シフト制により   
　9:30～ 18:30の勤務有り

月額　
144,500円

　　【お詫びと訂正】　広報しか６月号　善意の花に誤りがありました。ここに訂正しお詫び申し上げます。
   　　　　　　　　　高浜町の升本敬様より亡父信三郎様　→　亡父伸三郎様

　

今
回
で
19
回
目
を
迎
え
る
「
西
能
登
や
っ
ち
ゃ
祭

り
」
は
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
で
き
る
志

賀
町
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
も
志
賀
町
内
各
地
か
ら
学
生
や
団
体
の
み
な

さ
ま
が
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
・
企
画
を
も
っ
て
集

ま
り
ま
す
。

　

是
非
お
い
で
下
さ
い
。

　志賀町では平成２１年４月１日から町立富来病院で勤務していただく医療職員の採用試験を次のとおり実施します。

職　種 採用予定人員 受　験　資　格 初任給 (月額 )
看　護　師 4名

　昭和39年４月２日以降に生まれた方で、それぞれ看護師免許、
　薬剤師免許、理学療法士免許、作業療法士免許を有する方、又は
　平成21年春季までに取得見込みの方

（短大卒）188,900円

薬　剤　師 １名 （大学卒）178,200円

理学療法士 １名 （大学卒）178,200円
（短大卒）167,000円作業療法士 １名

◇試験期日及び会場　　期日：平成２０年８月１６日（土）　会場：志賀町役場
◇試験科目　　作文試験、面接試験
◇必要な書類　　①　受験申込書（規定用紙）　②　身上調書（規定用紙）　③　資格取得見込みの方は最終学校の卒業見込み証明書
　　　　　　　　④　写真１枚（縦４㎝×横３㎝）　⑤　資格免許を有する者は、資格免許の写し
　　　　　※書類①・②の交付は、志賀町役場（総務課）及び富来支所（総務係）窓口、又は郵便及びホームページで取り扱いします。
　　　　　　志賀町ホームページ：http://www.town.shika.lg.jp/
◇申込期間：平成２０年６月２７日（金）から平成２０年８月５日（火）まで　　　　　　　　

平成２０年度平成２０年度  町臨時職員を募集します町臨時職員を募集します

志賀町医療職員採用候補者試験の実施志賀町医療職員採用候補者試験の実施

※初任給は経歴に応じて額が加算されます。
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